


















離乳食講習会

健診・相談名 対象となるお子さん 実施日 受付時間
持ち物

母子健
康手帳

すこやか
手帳の
問診票

その他

●母子健康手帳発行

●４か月児健診

●10か月児健診

○

ー ー

ーー

ー

ー

○

○ ○

○ ○

ところ　健康ドーム　　問合せ　保健センター

実施日に集団感染しやすい病気にかかっている方やかかっている恐れのある方、また、実施日に来られない方はご連絡ください。

に関する相談子ども子育て教育
相談名 相談方法 と　き ところ・問合せ・申込み

■子育てコンシェルジュ
　【前日までに予約必要】
妊婦や0歳～未就学児の保護者のニーズに合わせた各
種案内や相談

いじめや不登校などの家庭教育上の悩みを持つ児童や
生徒、保護者などの相談に応じます。

月・火・木・金　9:00～12:00、
　　　　　　13:00～16:00 児童課

電話
面談

電話

電話
面談

電話
面談

月～金　9:30～12:00、
　　　　13:00～16:00

西子育て支援センター（児童センターきらり内）
　 （25）5155

■子育て相談【面談は予約制】 月～金　9:00～16:00
保健師・保育士による相談（電話・面談）、
言語聴覚士による発達相談（面談）
　（22）5151

■家庭教育相談
月～金　9:00～16:00 県教育委員会生涯学習課

　 ０５２（９６１）０９００

小中学生のいじめや不登校など、学校教育に関する悩
みなどの相談に応じます。

■教育相談
火・木・金　9:00～16:00 教育支援センター「パレット」（　 分館）

　（２４）４１５２

「児童虐待では」と思われることがあったら、すぐにご相
談ください。

■児童虐待相談
休日・夜間対応可

児童相談所全国共通　１８９、愛知県中央
児童・障害者相談センター　 ０５２（９６１）
７２５０、または市役所家庭支援課　 （22）
１１１１

県では、子どもについての悩みをお持ちの方の相談に
応じます。子ども本人の悩みの相談にも応じます。

■子ども・家庭１１０番 毎日　9:00～17:00
（休日および12/29～1/3を除く）

子ども・家庭１１０番
　０５２（９５３）４１５２

■家庭・児童相談 月～金　8：30～17：00
■母子・父子自立支援相談

3/7（水）・
16（金）・
23（金）・
4/4（水） 

3/9（金）

9：40～
9：55
発行：
10：00～
10：30

12：45～
13：30

持ち物　妊娠届出書、マイナンバーカード（ない方は、
　　　　通知カードおよび本人確認のできる運転免
　　　　許証など）、筆記用具
内　容　手帳の使い方や妊娠中の過ごし方などの説
　　　　明

平成29年10月21日～
11月10日生まれ

平成27年2月21日～
3月10日生まれ

持ち物　バスタオル
内　容　健診、離乳食の話
※健診終了後に離乳食講習会（入門編）を行います。

持ち物　バスタオル
内　容　健診、離乳食の話、歯の話、ブックスタート
　　　　（絵本の読み聞かせ）

●１歳６か月児健診

3/23（金）

持ち物　歯ブラシ1本、タオル
内　容　健診、歯科健診、フッ化物塗布、親子遊び
※歯を磨いてきてください。

○ ○●２歳６か月児むし歯
　予防教室

○

○

○●３歳児健診（※） 3/22(木）　 12：45～
13：30

3/28（水） 9：30～
10：45

平成29年5月11日～
31日生まれ

平成28年8月11日～
31日生まれ

平成27年9月生まれ

持ち物　視力・聴力検査結果票、歯ブラシ１本、タオル
内　容　健診、尿検査、歯科健診、フッ化物塗布、
　　　　親子遊び
※歯を磨いてきてください。

内　容　健康相談、栄養相談、心の相談、血圧測定、
　　　　尿検査

内　容　身体計測、個別相談

○ ○●２歳児むし歯予防
　教室

3/13（火）　

9：15～
10：00

持ち物　歯ブラシ２本、タオル
内　容　むし歯予防のお話、歯科健診、染め出し、
　　　　フッ化物塗布、個別相談
※歯を磨いてきてください。

■育児相談・栄養相談
■母乳相談(要予約)

○
3/7（水）・
14（水）・
23（金） 

9：30～
11：00■発達相談（予約制）

3/7（水） 14：00～
15：30

■成人健康相談・
　心の健康相談
※視力・聴力の検査は自宅で行ってきてください。また、当日会場で尿検査を行います。 ○乳幼児健診・むし歯予防教室は1時間30分～ 2時間ほどかかります。

家庭支援課（　 分館）
家庭支援課（　 分館）

■子ども・若者総合相談
月～金　9：00～17：00

青少年センター（　 分館）

母子 人成保健事業 保健事業

3/15（木）　

平成28年2月生まれ 3/1（木）　
平成28年3月生まれ 4/5（木）　

平成29年4月21日～
5月10日生まれ

平成29年11月11日～
30日生まれ

3/27（火）

3/16（金）　

市役所西庁舎・東庁舎、東庁舎分館 （22）1111
文化勤労会館 （25）5111
東公民館 （22）4560
東図書館・歴史民俗資料館 （25）3600
西図書館 （25）6406
健康ドーム （23）7006
健康ドーム子育て支援室 （22）0212
保健センター （23）4000
総合体育館 （24）0661

総合福祉センターもえの丘 （26）2888
社会福祉協議会本所 （25）8500
東子育て支援センター （26）7763
西子育て支援センター （25）5155
南子育て支援センター （22）5677
北子育て支援センター （22）5517
児童センターきらり （27）3370
ファミリー・サポート・センター （22）7601

公共施設などの連絡先

　ゆったりとした雰囲気の中で、地域の親子で楽しく遊んだり、
友だちを作りながら、楽しい時間を過ごしましょう。

子育てに関する詳しい情報は、
「北名古屋子育て
ポータルサイト」
をご覧ください。

子育て情報子育て支援センター

さくらんぼタイム
と　き　3月10日（土）午前１０時～１１時３０分
ところ　健康ドーム 創作ふれあいルーム
内　容　交流会
対　象　就園前の多胎児とその保護者、多胎児を妊娠
　　　　中の妊婦

赤ちゃんタイム
と　き　3月１３日（火）午後１時３０分～３時
ところ　東子育て支援センター
　　　　西子育て支援センター
内　容　親子ふれあい遊び、交流会、育児相談など
対　象　1歳前までの乳児とその保護者、妊婦

プレママタイム
と　き　3月14日（水）午後１時３０分～３時
ところ　北子育て支援センター
内　容　先輩ママとの交流会、赤ちゃんとのふれあい
　　　　遊びなど
対　象　妊婦

はじめましての会
と　き　3月14日（水）午後１時３０分～３時
ところ　南子育て支援センター
内　容　親子ふれあい遊び、交流会、育児相談など
対　象　子育て支援センターを初めて利用する親子、
　　　　妊婦

出前子育て支援事業
　子育て支援センターが近くにない地域の
方を対象に、出前子育て支援を行っていま
す。詳しくは、市ホームページをご覧くださ
い。右のＱＲコードからもご覧いただけます。

と　き　3 月 9 日（金）・23 日（金）午後 2 時～
　　　　（４か月児健診後に随時行うため、時間が前
　　　　後する場合があります）
ところ　健康ドーム創作ふれあいルーム
内　容　離乳食の進め方のお話と離乳食の試食（30
　　　　分程度）
参加費　無料
持ち物　母子健康手帳
申込み　不要
問合せ　保健センター

と　き　4 月 10 日（火）午前 11 時～正午ごろ
　　　　（10 分前より受付開始）
ところ　健康ドームクッキングルーム
内　容　生後 9 か月～11か月ごろの離乳食について
　　　　の講話と調理の実演・試食（保護者向け）
定　員　24 人（先着順）
参加費　100 円
持ち物　母子健康手帳、筆記用具
申込み　3 月 20 日（火）から保健センターへ。

入門編～離乳食ってなあに？～ 実践編～取り分け＆手づかみ離乳食～
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　柔らかな日差しを感じる日がふえてきました。この
春、入園・入学を迎えるみなさん、準備はもう整いまし
たか？
　子どものころを振り返ると、なによりランドセルのこ
とが思い起こされます。初めて背負った時の背中に感じ
たランドセルの重さや、鏡に映した自分の姿など、「は
じめて」としてとても印象に残っています。他にも筆箱
や教材など新しいものが少しずつ揃っていくあのワクワ
クした感じ、大人になっても忘れられません。
　今月は、幼稚園や保育園、小学校に関するものを中心
に春からの新生活を応援する本を紹介します。新学期が
待ち遠しくなる本をたくさん用意しました。ご家族でワ
クワク・ドキドキしながら入園式・入学式をお迎えくだ
さい。

ーともだち 100 人できるかな？ー
◆「一ねんせいになったら」
　詞：まどみちお　ポプラ社
◆「ともだちや」
　作：内田麟太郎　偕成社
ー楽しいお昼の時間だよ♪ー
◆「はじめての園児おべんとう」
　著：渥美真由美　新星出版社
ー学校生活の必須アイテム！ー
「ランドセルは海を越えて」 写真・文：内堀タケシ

「ぐるんぱのようちえん」
作：西内ミナミ
絵：堀内誠一 福音館書店
　ぐるんぱは、とっても大
きなぞう。いつも作るもの
が大きすぎて失敗ばかり。
子どもに人気のロングセラ
ー絵本。

図 書 館 × 昭 和 日 常 博 物 館 Selection・Column

今月のSelection

はじめての◯◯今月のテーマ

図書館Se lec t i on×「入園・入学」昭和日常博 Selection×「はじめての○○」

東
図
書
館

●
紙
芝
居
会

　
３
月
３
日（
土
）午
後
２
時
〜

●
こ
ど
も
映
画
会

　
３
月
11
日（
日
）午
後
２
時
〜

題
名
：
ア
ニ
メ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン「
ミ
ッ

キ
ー
の
芝
居
見
物
」　
他
３
話

　
幼
児
向
け

●
お
話
会

　３
月
17
日（
土
）午
前
11
時
〜

●
サ
ン
デ
ー
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

　３
月
18
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜

題
名
：
捜
索
者

　
東
図
書
館

西
図
書
館

●
お
話
会

　
３
月
10
日（
土
）・
17
日（
土
）・

24
日（
土
）午
前
11
時
〜

　
西
図
書
館

今
月
の
催
し

図書館×昭和日常博物館 Selection・Column「は
じめての◯◯」に関する図書の貸し出し、資料の展
示は、東図書館１階ロビーで行っています。

図書館・昭和日常博物館　今月の休館日

5日（月）・12日（月）・19日（月）・26日（月）・31日（土）

◇歩む◇
　やっと歩き始めた幼いころ、いつも一緒だったのが
写真の「カタカタ」でした。いわゆる玩具であり、歩行
練習器具でもあります。単に車を押していくだけでな
く、歩くことを楽しみながら練習できるようにと、ウ
サギや犬などの動物がカタカタという音とともに上下
するようになっています。子どものころの写真には、
カタカタとともに写っているものがたくさんありま
す。おそらく、歩き始めたことが親にとっても大切な
出来事であり、必然的にカタカタを押して歩いている
写真も多いのでしょう。 
　資料館には昭和初期と思われるものから、新幹線な
どが描かれたものまで、6、7 点が保管されています。
子どものころの「はじめて」を語る懐かしい品の一つで
す。

◇入園・入学◇
　小学校への入学も時代を
越えてみんなが体験する
「はじめて」です。昭和日常
博物館の収蔵品のなかに、
昭和 30 年代の学習雑誌が
あります。いつの時代も入
学準備にはワクワク・ドキ
ドキしたようです。

ふ ぉ と れ ぽ  Photo×Report

1
14

1
30

1
25

英語スピーチで全国大会出場

中小企業の海外展開について講演 安全・安心なまちづくりへの
決意を宣言

ザ・ベストテンコンサートⅧ
　第 40 回全国ジュニア英語スピーチ・コンテスト
中学生の部への出場を決めた関山芽良さん（訓原中
２年）が市役所を訪れ、長瀬市長から激励を受けま
した。関山さんは 12 月に開かれた中日本ブロック
大会で優秀賞を受賞、全国で約 400 人が参加した
うち 11 人が出場する全国大会へ駒を進めました。
　昨年度、市が初めて開催した中学生グアム英語
研修ツアーに参加、その時感じたことを英語で作文
し暗唱でスピーチする関山さん。「研修ツアーでは 、
会話の時の笑顔やジェスチャーが大切だと分かりま

した。また何事に
も積極的に取り組
むことを学びまし
た。英語の先生に
なるのが目標です」
と嬉しそうに話して
いました。市長も
「外国人と意思疎通
できることは素敵
なこと」と励ましま
した。

　市商工会主催による「経営講演会・企業経営者と
行政との交流会（官民交歓会）」が開催され、市内
23 社の企業経営者や市長らが出席しました。　
　ジェトロ（日本貿易振興機構）名古屋の三根伸太郎
所長が「中堅中小企業の海外展開事情と課題」をテ
ーマに講演を行いました。三根所長は「各企業ごと
の内外の環境によって海外展開の戦略は変わってく
る。商品・技術・サービスなどの差別化のしやす
さ、それらを対象とする市場規模に応じて戦略の立
て方が異なってくる」などと事例を交えながら説明し
ていました。また、最近の経済動向などの話を交
え、互いに交流を図りました。 　文化勤労会館で、平成 30 年北名古屋市安全な

まちづくり推進決起大会が開催されました。
　この大会では、交通・防犯関係で日頃から安全
活動に尽力されている方々の表彰や、新成人による
大会宣言の朗読、西之保保育園年長園児による安
全の誓いなどが行われました。
　大会宣言では、「自主的に交通安全活動や防犯活
動を行うこと」「交通安全団体や地域の自主防犯団体
の事業や取り組みに積極的に協力すること」「皆で力
を合わせて地域総ぐるみのまちづくり運動を展開す
ること」を宣言し、会場の全員で誓いました。

　市、名古屋芸術大学、ポッカサッポロフード＆
ビバレッジ株式会社の共催で行われる市民芸術劇
場「ザ・ベストテンコンサート」は、1980 ～ 90
年代を中心とする往年のヒット曲を、名古屋芸術
大学の学生と卒業生が演奏し、歌とダンスをお届
けするイベントです。
　8 回目となる今回は、700 人を超える来場者が
文化勤労会館大ホールを埋め尽くしました。来場
者のみなさんは「いい日旅立ち」「赤いスイートピ
ー」「飛んでイスタンブール」などの数々の名曲を
楽しんでいました。
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暮 情報ら のしI N F O R M A T I O N

○お手軽ボール運動教室
と　き　毎週火曜日午後１時30分
　　　　～２時30分
○やさしいエアロビクス教室
と　き　毎週木曜日午後１時30分
　　　　～２時30分
ところ　健康ドーム
定　員　各35人（先着順）
参加費　１回につき500円
申込み　開催日の１か月前から健
　　　　康ドーム元気測定室へ。
　　　　申込みは本人に限りま　
　　　　す。
※事前に自分の健康度をチェック
　する元気測定「かんたんコース」
　を行っていた
　だきます（年
　に１回、別途
　500円）。

　
３
月
11
日（
日
）・
12
日（
月
）午
前

９
時
20
分
〜
正
午（
受
付
：
午
前
９

時
10
分
〜
９
時
20
分
）　
健
康
ド
ー
ム

健
康
増
進
広
場
　
◇
１
日
目
：
父
親

の
役
割
、
妊
婦
体
験
、
沐
浴
実
習
、

交
流
会
◇
２
日
目
：
分
娩
の
経
過
と

呼
吸
法
、
お
っ
ぱ
い
の
準
備
、
妊
娠

中
の
栄
養
に
つ
い
て
　
出
産
予
定
日

が
平
成
30
年
４
月
１
日
〜
６
月
30
日

の
方
　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

　
３
月
１
日（
木
）か
ら
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
。

※

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
開
催
日

　
の
２
日
前
ま
で
に
健
康
ド
ー
ム
子

　
育
て
支
援
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い（
第
３
月
曜
は
休
み
）。

○
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導（
予
約

　制
）

時
３
月
17
日（
土
）・
23
日（
金
）午
前

９
時
〜
午
後
１
時
、
４
日（
日
）午
後

１
時
〜
５
時
、
８
日（
木
）・
14
日

（
水
）午
後
５
時
〜
９
時

○
体
力
測
定（
予
約
制
）

　
３
月
27
日（
火
）午
後
５
時
〜
午
後

９
時（
１
人
に
つ
き
40
分
間
）

　
１
回
に
つ
き
大
人
３
０
０
円
、
中

学
生
１
０
０
円
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
使

用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
総
合
体
育
館

　
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
充
実
の
た
め
、

毎
月
第
３
土
曜
日
を
ク
ロ
ー
バ
ー
の

日
と
し
、
総
合
体
育
館
の
一
部
を
身

体
障
害
者
の
方
に
無
料
開
放
し
ま

す
。
　
３
月
17
日（
土
）午
前
９
時

〜
正
午
　
ア
リ
ー
ナ
南
半
面
、
多
目

的
ホ
ー
ル
　
総
合
体
育
館

　
政
策
や
方
針
決
定
の
場
へ
女
性
の

登
用
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、

公
益
財
団
法
人
あ
い
ち
男
女
共
同
参

画
財
団
が
実
施
す
る
人
材
育
成
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。

　
５
月
〜
平
成
31
年
３
月（
全
８
回
、

主
に
土
曜
開
催
）、
そ
の
他
に
グ
ル
ー

プ
会
合
５
回
程
度
　
愛
知
県
女
性
総

合
セ
ン
タ
ー（
ウ
ィ
ル
あ
い
ち
）　
講

義
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
研
究
レ
ポ
ー

ト
・
報
告
書
の
作
成
な
ど
　
市
内
在

住
の
18
〜
65
歳
の
女
性
で
、
全
日
程

を
通
し
て
参
加
で
き
、
セ
ミ
ナ
ー
修

了
後
に
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
み
を
行
え
る
、
市

と
の
雇
用
関
係（
非
常
勤
を
含
む
）の

な
い
方
　
若
干
名
　
無
料（
交
通
費

を
市
か
ら
支
給
）　
３
月
15
日（
木
）ま

で
に
申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
郵
送
も
し
ま
す
）を
持
っ

て
市
民
活
動
推
進
課
　
へ
。◆
そ
の
他

＝
市
が
申
込
書
の
内
容
か
ら
推
薦
者

を
選
考
し
て
県
に
推
薦
し
、
県
の
選

考
に
よ
り
受
講
生
が
決
定
し
ま
す
。

　
同
じ
年
代
同
士
で
集
ま
り
同
窓
会

の
よ
う
に
懐
か
し
い
思
い
出
話
を
し
ま

せ
ん
か
。
ま
た
、
み
ん
な
で
元
気
よ

く
歌
っ
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
３
月
22
日（
木
）午
前
10
時
〜
午
後

２
時
　
旧
加
藤
家
住
宅
　
市
内
在
住

の
お
お
む
ね
80
歳
以
上
の
方
　
お
弁

当
代
５
０
０
円（
当
日
徴
収
）　
３
月

15
日（
木
）ま
で
に
回
想
法
セ
ン
タ
ー

　
（
24
）５
３
３
７
へ
。

○
い
き
い
き
健
康
ク
ラ
ブ
定
例
会（
西

　地
区
）

　
３
月
９
日（
金
）午
前
10
時
30
分
〜

午
後
３
時
　
文
化
勤
労
会
館

午
前
の
部

　
講
演「
救
急
時
の
対
応
・
協
力
に
つ

い
て
」◆
講
師
＝
東
部
消
防
署
署
員

午
後
の
部（
会
員
以
外
の
観
覧
も
可
）

　
演
芸
：
民
謡
◆
出
演
＝
日
本
の
う

た
斎
千
龍
の
会
　
３
０
０
円
　
出
席

簿　
高
齢
福
祉
課

　
国
登
録
有
形
文
化
財「
旧
加
藤
家

住
宅
」の
茶
室
を
使
っ
て
東
茶
道
ク
ラ

ブ
に
よ
る
呈
茶
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
３
月
11
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後

３
時（
予
定
す
る
席
数
が
な
く
な
り
次

第
終
了
し
ま
す
）◆
呈
茶（
１
席
）＝

当
日
４
０
０
円
、
前
売
り
３
５
０
円

　
東
茶
道
ク
ラ
ブ
　
０
８
０（
5
1
2

2
）7
3
4
6（
岩
田
）

　
３
月
４
日（
日
）午
前
９
時
〜（
毎

月
第
１
日
曜
日
に
開
催
）　
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘
東
側
　
野
菜

な
ど
の
販
売（
な
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
。
環
境
保
護
の
た
め
、
マ
イ
バ
ッ

グ
持
参
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
）　
社
会

福
祉
協
議
会
本
所

　
３
月
14
日（
水
）〜
19
日（
月
）午
前

10
時
〜
午
後
４
時
　
ア
ピ
タ
名
古
屋

空
港
店
３
階
　
西
春
日
井
地
域
の
障

害
者
施
設
で
作
っ
た
手
芸
品
、
花
や

野
菜
の
苗
、
陶
芸
作
品
、
ク
ッ
キ
ー

な
ど
の
販
売
　
尾
張
中
部
福
祉
の
杜

　
（
22
）１
１
２
３

総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導

○
食
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
市

　
３
月
10
日（
土
）午
前
９
時
〜
午
後

３
時（
小
雨
決
行
）　
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

な
ら
で
は
の
お
値
打
ち
品
販
売

○
北
名
古
屋
に
ぎ
や
か
市

　
３
月
24
日（
土
）午
前
９
時
〜
午
後

４
時（
小
雨
決
行
）　
に
ぎ
や
か
市
限

定
イ
ベ
ン
ト
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

地
元
の
新
鮮
採
れ
た
て
野
菜
の
屋
外

販
売
ほ
か

※

生
産
者
の
み
な
さ
ま
、
野
菜
の
出

　
張
買
取
を
始
め
ま
し
た
。

　
食
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
北
名
古

屋　
（
26
）１
２
７
０

　
３
月
11
日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午

　
健
康
ド
ー
ム
子
育
て
支
援
室
　
体

重
測
定
、
交
流
会
、
手
遊
び
、
紙
し

ば
い
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま

す
。
子
育
て
の
喜
び
や
悩
み
な
ど
も

話
し
合
い
ま
せ
ん
か
。
　
１
歳
未
満

ま
で
の
親
子
　
母
子
健
康
手
帳
　
健

康
ド
ー
ム
子
育
て
支
援
室

　　
講
　座

講
　座

　
募
　集

募
　集

県
男
女
共
同
参
画
人
材
育
成

セ
ミ
ナ
ー
受
講
候
補
者
募
集

　

食
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル

北
名
古
屋

○
地
域
ふ
れ
あ
い
ア
ー
ト
展

　
３
月
12
日（
月
）〜
26
日（
月
）　
名

古
屋
芸
術
大
学
の
学
生
に
よ
る
ア
ー

ト
展
と
地
域
の
方
々
の
作
品
展

○
ア
イ
デ
ア
も
の
づ
く
り
体
験

　
３
月
18
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
　
毛
糸
の
か
ぎ
あ
み
コ
ー

ス
タ
ー
作
り
　
小
学
４
年
生
以
上

（
小
学
生
は
親
子
参
加
）　
20
人
　
３

０
０
円（
材
料
費
含
む
）

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ポ
ー
ト
フ
レ
ッ
シ
ュ　

（
97
）５
２
９
９（
磯
村
）へ
。

市
民
協
働
推
進
補
助
事
業

憩
い
の
場
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

ひ
よ
こ
サ
ー
ク
ル

○
第
45
回
卒
業
演
奏
会

　
３
月
８
日（
木
）午
後
５
時
〜
　
三

井
住
友
海
上
し
ら
か
わ
ホ
ー
ル
　
無

料（
要
整
理
券
）◆
整
理
券
＝
生
涯

学
習
課
　
、
文
化
勤
労
会
館
、
東
公

民
館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

○
ジ
ャ
ズ
ポ
ッ
プ
ス
コ
ー
ス
卒
業
演
奏

　会
　
３
月
10
日（
土
）午
後
３
時
〜
　
名

古
屋
芸
術
大
学
東
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号

館
ホ
ー
ル
　
無
料（
整
理
券
不
要
、

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

　
生
涯
学
習
課

名
古
屋
芸
術
大
学
演
奏
会

も
え
の
丘
青
空
市
場

　
催
　し

催
　し

○
ア
リ
ー
ナ

　
毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午
。

た
だ
し
、
17
日
は
除
く
。

○
多
目
的
ホ
ー
ル

　
毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午
。

た
だ
し
、
３
日
・
17
日
は
除
く
。

○
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室（
中
学
生
の
み
）

　
毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午
。

※

保
護
者（
１
人
）も
無
料
で
す
。
人

　
数
が
多
い
と
き
は
お
断
り
す
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。
ア
リ
ー
ナ
お
よ

　
び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
、
室
内
用

　
靴
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　
ご
利
用
は
先
着
順
で
あ
る
た
め
、

　
先
着
者
の
種
目
に
よ
っ
て
、
利
用

　
が
出
来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
総
合
体
育
館

小
・
中
学
生（
市
内
）

総
合
体
育
館
無
料
開
放

西
春
日
井
地
域

「
福
祉
の
店
」

老
人
ク
ラ
ブ
　
今
月
の
催
し

パ
パ
マ
マ
教
室

旧
加
藤
家
住
宅
　
春
の
茶
会

オ
ー
バ
ー
80
の
会

ク
ロ
ー
バ
ー
の
日

ヘルスアップ教室ヘルスアップ教室
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○
相
談
支
援
員

◆
勤
務
内
容
＝
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

の
就
労
、
生
活
や
子
育
て
、
虐
待
、

Ｄ
Ｖ
な
ど
に
関
す
る
相
談
・
支
援
お

よ
び
事
務
◆
応
募
資
格
＝
心
身
と
も

に
健
康
で
、
職
務
を
行
う
の
に
必
要

な
熱
意
と
識
見
を
有
す
る
お
お
む
ね

55
歳
以
下
の
方
◆
募
集
人
員
＝
１
人

◆
勤
務
日
時
＝
月
〜
金
曜
日
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
◆
勤
務
場
所
＝
家
庭

支
援
課
　
分
館
◆
給
与
＝
時
給
１
１

７
０
円（
予
定
）◆
試
験
日
・
内
容
＝

３
月
22
日（
木
）、
適
性
検
査
・
面
接

◆
勤
務
開
始
日
＝
４
月
2
日（
月
）※

更
新
あ
り
　
３
月
16
日（
金
）ま
で
に

履
歴
書（
市
販
の
も
の
）を
持
っ
て
家

庭
支
援
課
へ
。
郵
送
の
場
合
は
３
月

14
日（
水
）消
印
有
効
。
封
筒
に「
相

談
支
援
員
採
用
関
係
書
類
在
中
」と

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
採
用
種
目
＝
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

（
一
般
）◆
応
募
資
格
＝
平
成
31
年

４
月
１
日
現
在
、
日
本
国
籍
を
有
す

る
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方（
大
学

院
の
修
士
課
程
を
修
了
し
た
も
の

（
平
成
31
年
３
月
学
位
取
得
見
込
み

を
含
む
）は
28
歳
未
満
の
方
）◆
１

次
試
験
＝
５
月
12
日（
土
）・
13
日

（
日
）※

13
日
は
飛
行
要
員
希
望
者

の
み
◆
採
用
時
期
＝
平
成
31
年
３
月

下
旬
〜
４
月
上
旬
　
３
月
１
日

（
木
）〜
５
月
１
日（
火
）に
自
衛
隊

愛
知
地
方
協
力
本
部
小
牧
地
域
事
務

所　
（
73
）２
１
９
０
へ
。

　 http://w
w
w
.m
od.go.jp/p

co/aichi/

　
外
出
困
難
な
障
害
を
有
す
る
方

に
、
タ
ク
シ
ー
・
ガ
ソ
リ
ン
券
を
交

付
し
、
外
出
を
支
援
し
ま
す
。

◆
対
象
要
件

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
の
方

○
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
判
定
の
方

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・

　
２
級
の
方

※

市
民
税
所
得
割
額
が
16
万
円
未
満

　
の
方
に
限
り
ま
す
。

◆
申
請
方
法
＝
対
象
要
件
に
該
当
さ

れ
る
方
で
、
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
障
害
者
手
帳
と
印
か
ん
を
持

っ
て
、
社
会
福
祉
課
　
ま
た
は
高
齢

福
祉
課
　
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

す
で
に
申
請
し
て
い
る
方
は
、
改  

　
め
て
申
請
し
て
い
た
だ
く
必
要
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。
対
象
要
件
を
確
認

　
し
た
後
、
平
成
30
年
度
の
タ
ク
シ

　
ー
・
ガ
ソ
リ
ン
券
を
、
３
月
下
旬

　
に
郵
送
し
ま
す
。

　
社
会
福
祉
課

○
清
掃
員

◆
勤
務
内
容
＝
塵
芥
収
集
車（
２
ト

ン
・
３
ト
ン
車
の
運
転
操
作
）業
務

な
ど
◆
応
募
資
格
＝
心
身
と
も
に
健

康
で
運
転
免
許（
中
型
以
上
。
た
だ

し
、Ａ
Ｔ
限
定
を
除
く
）を
お
持
ち

の
方
◆
募
集
人
員
＝
若
干
名
◆
勤
務

日
時
＝
月
〜
金
曜
日（
祝
日
含
む
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
◆

勤
務
場
所
＝
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
◆

給
与
＝
時
給
１
０
８
０
円
◆
勤
務
開

始
日
＝
４
月
２
日（
月
）　
３
月
16

日（
金
）ま
で
に
履
歴
書（
市
販
の
も

の
）を
持
っ
て
、
環
境
課
　
へ
。

※
採
用
に
あ
た
り
後
日
面
接
な
ど
を

　
実
施
し
ま
す
。

○
保
育
士

◆
応
募
資
格
＝
心
身
と
も
に
健
康

で
、
保
育
士
資
格
・
幼
稚
園
・
小
学

校
・
養
護
教
諭
免
許
を
お
持
ち
の
方

◆
勤
務
日
時（
応
相
談
）＝
週
５
日

で
①
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
担
任
）②
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分
③
午
前
７
時
30
分
〜
９
時

30
分
④
午
後
３
時
30
分
〜
６
時
30
分

◆
給
与（
時
給
、
５
年
以
上
勤
務
で

昇
給
あ
り
）＝
①
１
２
８
０
円
②
１

０
８
０
円
③
④
１
１
５
０
円
　
履
歴

書（
市
販
の
も
の
）と
資
格
証（
写
）

を
持
っ
て
児
童
課
　
へ
。

◆
職
種
＝
生
活
支
援
員
◆
応
募
資
格

＝
心
身
と
も
に
健
康
で
、
福
祉
に
関

心
が
あ
る
方
◆
募
集
人
員
＝
若
干
名

◆
勤
務
日
時
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
◆
勤
務
場
所
＝
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
セ
ル
プ
し
か
つ

（
六
ツ
師
）◆
勤
務
開
始
日
＝
応
相

談
◆
給
与
＝
時
給
１
０
０
０
円
　
３

月
２０
日（
火
）ま
で
に
履
歴
書（
市
販

の
も
の
）を
持
っ
て
セ
ル
プ
し
か
つ

☎（
２２
）９
８
８
８
へ
。

　
西
春
少
年
少
女
合
唱
団
で
は
、
歌

が
好
き
で
一
緒
に
歌
え
る
仲
間
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
楽
譜
が
読
め
な
く

て
も
大
丈
夫
で
、
見
学
だ
け
で
も
大

歓
迎
で
す
。

　
保
育
園
年
長
〜
高
校
２
年
生
◆
練

習
日
時
＝
毎
月
第
１
日
曜
日
、
第

２
・
第
４
土
曜
日
、
午
前
９
時
〜
正

午
◆
練
習
場
所
＝
文
化
勤
労
会
館
リ

ハ
ー
サ
ル
室
　
早
川
　（
21
）４
６

２
６

　
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
会
員
相
互
の

親
睦
を
図
り
健
全
に
し
て
豊
か
な
生

活
の
充
実
と
広
く
老
人
福
祉
の
推
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

次
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
高
齢
者
向
け
の
講
演
・
演
芸

○
研
修
旅
行

○
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

○
各
種
ク
ラ
ブ
活
動

○
そ
の
他
の
活
動

　
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
年
１

回
、
12
月
に
団
体
傷
害
保
険
を
会
員

の
方
に
限
り
加
入
で
き
ま
す
。

　
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
ま
た
は
高
齢

福
祉
課

○
介
護
支
援
専
門
員

◆
勤
務
内
容
＝
介
護
予
防
支
援
、
ケ

ー
ス
相
談
な
ど
◆
応
募
資
格
＝
介
護

支
援
専
門
員
の
有
資
格
者
で
居
宅
の

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
経
験
の
あ
る
方
◆

募
集
人
員
＝
１
人
◆
勤
務
日
時
＝
月

〜
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分（
勤
務
時
間
応
相
談
）◆
勤

務
場
所
＝
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室

（
高
齢
福
祉
課
　
内
）◆
給
与
＝
時

給
１
４
２
０
〜
１
６
０
０
円
◆
勤
務

開
始
日
＝
４
月
２
日（
月
）※

更
新

あ
り
　
３
月
16
日（
金
）ま
で
に
履

歴
書（
市
販
の
も
の
）を
持
っ
て
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
室
）へ（
郵
送
可
）。

　
募
　集

募
　集

西
春
少
年
少
女
合
唱
団

団
員
募
集

セ
ル
プ
し
か
つ

臨
時
職
員
募
集

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

非
常
勤
職
員
募
集

自
衛
官
採
用
案
内

◆
職
務
内
容
＝
本
紙
市
民
記
者
レ
ポ

ー
ト「
ハ
ン
ズ
」へ
の
取
材
記
事
、

写
真
な
ど
の
提
供
な
ど
◆
応
募
資
格

＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
20
歳

以
上
の
方
◆
募
集
人
員
＝
20
人
程
度

◆
謝
礼
＝
予
算
の
範
囲
内
で
支
給
◆

任
期
＝
委
嘱
日
か
ら
平
成
31
年
3
月

31
日
ま
で※

地
域
、
職
業
、
年
齢
な

ど
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
特
に
記

者
活
動
に
意
欲
的
か
つ
適
任
で
あ
る

方
を
選
任
し
ま
す
。
　
所
定
の
応
募

用
紙（
人
事
秘
書
課
　
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
3
月
30
日

（
金
）ま
で
に
人
事
秘
書
課
へ
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

１
６
０
４
人
よ
り
計
３
６
５
５
万
円

　
財
政
課

○
ポ
ッ
カ
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ー
ド
＆
ビ
バ

　
レ
ッ
ジ
株
式
会
社
様
か
ら
市
民
芸

　
術
鑑
賞
事
業（
ザ
・
ベ
ス
ト
テ
ン

　
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅷ
）へ
現
金
30
万
円

　
お
よ
び
自
社
製
品（
40
万
円
相
当
）

　
を
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
涯
学
習
課

○
北
名
古
屋
キ
リ
ス
ト
愛
の
教
会
様

　
か
ら
障
害
者
支
援
の
た
め
に
現
金

　
１
万
円
を
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま

　
し
た
。

　
社
会
福
祉
課

市
民
記
者
募
集

職務内容　効率的な行政運営を目指すた
　め、インターネット上でのアンケート
　にお答えいただきます。
応募資格　市政に関心のある市内在住・
　在勤・在学の 18 歳以上で、インター
　ネットおよび電子メールの利用が可能
　な方（携帯電話からも利用可能）
謝　礼　予算の範囲内でお支払いします。
申込み　登録メールアドレス　autoform
　@kitanagoya.jp に空メールを送信い
　ただき、返信メールに記載の登録フォ
　ームでご登録ください。次のQR コー
　ドからもご登録で
　きます。
問合せ　人事秘書課
※「kitanagoya.jp」
　から受信できるよ
　う設定してくださ
　い。

市政インターネット
モニター募集 

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

障
害
を
有
す
る
方
へ

タ
ク
シ
ー
・
ガ
ソ
リ
ン
券
を

交
付
し
ま
す

　

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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暮 情報ら のしI N F O R M A T I O N

　
名
古
屋
都
市
計
画
事
業
北
名
古
屋

沖
村
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事

業
計
画（
案
）を
次
の
と
お
り
縦
覧
し

ま
す
。
な
お
、
当
該
事
業
計
画（
都
市

計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
項
は
除
く
）に

つ
い
て
意
見
の
あ
る
利
害
関
係
者
は
、

３
月
29
日
ま
で
に
愛
知
県
知
事
に
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
３
月
２
日（
金
）〜
15
日（
木
）午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
　
　
都

市
整
備
課
　

※
期
間
中
の
土
・
日
・
祝
日
は
、
宿

　
直
室
で
縦
覧
で
き
ま
す
。
　
　

　
第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
手
続

き
は
お
済
で
す
か
。
請
求
期
限（
4

月
2
日
）を
過
ぎ
る
と
当
該
弔
慰
金

を
受
け
る
権
利
が
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　
社
会
福
祉
課

　
３
月
11
日（
日
）は
、「
マ
ラ
ソ
ン
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ナ
ゴ
ヤ
・
愛
知
２
０
１

８
」の
開
催
に
伴
い
、
名
古
屋
市
内

コ
ー
ス
周
辺
道
路
は
最
長
で
10
時

間
、
車
両
の
通
行
が
禁
止
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
名
古
屋
高
速
の
出
入
口

も
閉
鎖
を
予
定
し
て
い
る
個
所
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
マ
ラ
ソ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
ナ
ゴ
ヤ
・
愛
知
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
マ
ラ
ソ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ナ
ゴ
ヤ
・

愛
知
実
行
委
員
会 

交
通
規
制
問
合
せ

デ
ス
ク　
０
５
７
０（
６
６
６
）４
０
１

　http://m
arathon-festival.

com
/

北
名
古
屋
沖
村
西
部

土
地
区
画
整
理
事
業

事
業
計
画
変
更（
案
）の
縦
覧

　
犬
の
登
録
を
さ
れ
て
い
る
飼
い
主
の

方
へ
、
平
成
30
年
度
の「
狂
犬
病
予
防

集
合
注
射
の
お
知
ら
せ
」を
３
月
末
に

は
が
き
で
送
付
し
ま
す
。
日
程
な
ど
を

確
認
の
う
え
、
は
が
き
裏
面
の
問
診

票
を
記
入
し
注
射
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
広
報
４
月

号
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
で
個
別
に

接
種
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

※

す
で
に
飼
い
犬
が
死
亡
し
て
い
る
場

　
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
環
境
課

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の

お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す

　
６
月
か
ら
公
共
下
水
道
が
供
用
開

始
と
な
る
区
域（
鹿
田
、
弥
勒
寺
、

熊
之
庄
お
よ
び
能
田
、
久
地
野
の
一

部
）の
土
地
所
有
者
の
方
は
、
お
手

元
に
届
い
て
い
る
受
益
者
申
告
書
の

内
容
を
確
認
の
う
え
、
署
名
押
印
を

し
て
４
月
30
日（
月
・
休
）ま
で
に
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
返
送
さ
れ
た
申
告
書
に
基
づ
き
、

受
益
者
負
担
金
決
定
通
知
書
と
納
付

書
を
７
月
に
送
付
し
ま
す
。
た
だ

し
、
納
付
方
法
で
口
座
振
替
を
選
択

さ
れ
た
方
に
は
、
納
付
書
は
送
付
し

ま
せ
ん
。

　
納
付
方
法
は
、
３
年
間
で
12
回

（
各
年
度
７
月
、
９
月
、
12
月
、
２

月
）に
分
け
て
納
付
し
ま
す
。
７
月

31
日（
火
）ま
で
に
受
益
者
負
担
金
を

一
括
で
納
付
し
て
い
た
だ
く
と
、
納

付
額
の
５
％
が
報
奨
金
と
し
て
差
し

引
か
れ
ま
す（
口
座
振
替
を
選
択
し

た
方
に
は
、
報
奨
金
制
度
は
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

　
下
水
道
課

下
水
道
事
業
受
益
者
申
告
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

戦
没
者
な
ど
の

ご
遺
族
の
み
な
さ
ん
へ

　
市
で
は
、
本
市
と
交
流
の
あ
る
市

町
村
の
対
象
保
養
施
設
で
の
宿
泊
に

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
４
月
１

日
以
降
の
保
養
施
設
宿
泊
分
は
、
３

月
23
日（
金
）か
ら
補
助
金
交
付
申
請

書
を
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
申
請

者
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

　
生
涯
学
習
課

保
養
施
設
の
宿
泊
費
を

補
助
し
ま
す

長
年
尽
力
さ
れ
た
功
績
に

栄
え
あ
る
表
彰

瑞宝双光章
高
齢
者
叙
勲
　
教
育
功
労

瑞宝小綬章

堀場 文男 様
（高田寺）

知事感謝状

柳井 守隆 様
（鍜治ケ一色）

鈴木 温 様
（鹿田）

地
方
自
治
法
施
行
70
周
年

記
念
表
彰
　
地
方
自
治
功
労

　

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

交
通
規
制
の
ご
案
内

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本

部（
西
支
所
）と
東
支
所
に
事
務
所
を

置
い
て
事
業
展
開
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
事
務
の
合
理
化
お
よ
び
経
費
削

減
の
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
東
支
所

の
事
務
部
門
を
本
部
に
統
合
し
ま
す
。

　
高
齢
者
生
活
支
援
事
業
を
含
む
お

仕
事
の
依
頼
や
お
支
払
い
、「
喫
茶
あ

け
ぼ
の
」の
営
業
は
引
き
続
き
今
ま
で

ど
お
り
東
支
所
で
行
い
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
部

　（
21
）０
８
１
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
東
支

所
の
事
務
部
門
を
本
部
に
統
合

　
あ
い
さ
つ
や
声
掛
け
を
す
る
こ
と

は
、
地
域
に
お
け
る
連
帯
意
識
が
向

上
し
、
犯
罪
を
抑
止
す
る
効
果
も
期

待
で
き
ま
す
。

　
地
域
の
み
な
さ
ん
も
、
登
下
校
の

児
童
・
生
徒
へ
温
か
な
ま
な
ざ
し
を

向
け
、
さ
わ
や
か
な
あ
い
さ
つ
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
３
月
６
日（
火
）栗
島
小
学
校
、

８
日（
木
）師
勝
南
小
学
校
・
訓
原

中
学
校
　
家
庭
支
援
課

明
る
く
元
気
な
あ
い
さ
つ
運
動

　
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
安

心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ

う
保
険
料
は
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

介
護
保
険
料
の
納
付
は
、
原
則
と
し

て
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
納
入
）で

す
が
、
65
歳
に
な
っ
て
お
お
む
ね
６

か
月
間
は
普
通
徴
収（
窓
口
納
付
ま

た
は
口
座
振
替
）で
す
。
保
険
料
を

納
め
な
い
で
い
る
と
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
時
に
次
の
よ
う
な
措
置
が

と
ら
れ
ま
す
。

○
１
年
以
上
滞
納
：
サ
ー
ビ
ス
費
用

の
全
額
を
い
っ
た
ん
支
払
い
、
申
請

に
よ
り
保
険
給
付
分（
費
用
の
９
割

ま
た
は
８
割
）を
払
い
戻
し
。

○
１
年
６
か
月
以
上
滞
納
：
サ
ー
ビ

ス
費
用
の
全
額
を
支
払
い
、
申
請
し
て

も
保
険
給
付
の
一
部
ま
た
は
全
部
が

一
時
的
に
差
し
止
め
と
な
り
、
滞
納
保

険
料
を
差
し
引
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
２
年
以
上
滞
納
：
保
険
料
は
２
年

を
経
過
す
る
と
時
効
に
よ
り
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
時
効

に
な
っ
た
未
納
保
険
料
の
額
に
応
じ

た
期
間
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
利

用
者
負
担
が
３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
り
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
福
祉
課

介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
人
事
秘
書
課
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暮 情報ら のし

中
の
15
〜
39
歳
の
方
　
無
料
◆
主
催

＝
な
ご
や
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
　
商
工
農
政
課

※

検
査
で
知
り
得
た
個
人
情
報
は
、

　
他
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　
認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

脳
の
病
気
で
、
早
期
発
見
が
大
切
で

す
。
早
く
治
療
を
始
め
る
こ
と
で
、

病
気
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
３
月
22
日（
木
）午
後
２
時
〜
3
時

15
分
　
市
民
相
談
室
　
　
認
知
症
に

つ
い
て
心
配
ご
と
が
あ
る
方
　
３
人

（
先
着
順
）　
３
月
15
日（
木
）ま
で

に
、
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室（
高
齢

福
祉
課
　
内
）へ
。

　
平
成
30
年
度
に
学
校
体
育
施
設
開

放
を
利
用
さ
れ
る
団
体
は
、登
録
が

必
要
で
す
。

◆
登
録
申
請
者
＝
団
体
の
責
任
者

（
継
続
登
録
の
場
合
は
、
代
理
人
の

方
で
も
可
）◆
登
録
要
件
＝
次
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
す
団
体
○
10
人
以

上
が
所
属
す
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
で
、

そ
の
半
数
以
上
が
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
○
団
体
の
責
任
者
と
し
て
成
人

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
○
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
○
管

理
指
導
員
１
人
を
選
出
し
て
い
る
こ

と
◆
申
請
場
所
＝
総
合
体
育
館
窓
口

　
①
学
校
施
設
開
放
利
用
団
体
登
録

申
請
書
②
管
理
指
導
員
報
告
書
③
北

名
古
屋
市
施
設
使
用
登
録
申
請
書
④

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
加
入
の
控
え（
コ

ピ
ー
可
）お
よ
び
保
険
料
支
払
い
済
の

領
収
書
⑤
振
込
先（
口
座
）の
確
認
で

き
る
も
の
⑥
本
人
確
認
資
料

※

①
〜
③
は
総
合
体
育
館
に
あ
り
ま

　
す
。

　
総
合
体
育
館

　（
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
）

◇
本
会
議（
初
日
）　
２
月
23
日（
金
）

◇
本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
２
日（
金
）

◇
本
会
議（
一
般
質
問
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
５
日（
月
）

◇
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
７
日（
水
）

◇
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
８
日（
木
）

◇
福
祉
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
９
日（
金
）

◇
建
設
常
任
委
員
会
３
月
12
日（
月
）

◇
総
務
常
任
委
員
会
３
月
13
日（
火
）

◇
鉄
道
連
続
立
体
交
差
事
業
等
検
討

　
特
別
委
員
会
　
　
３
月
14
日（
水
）

◇
本
会
議（
最
終
日
）３
月
22
日（
木
）

※

日
程
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

　
市
役
所
東
庁
舎
４
階
　
傍
聴
希
望

の
方
は
、
当
日
傍
聴
受
付
へ
。
た
だ

し
、
委
員
会
の
傍
聴
の
定
員
は
10
人

で
午
前
９
時
30
分
〜
９
時
45
分
の
受

付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
議
事
課

　

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相
　談

相
　談

とき（祝・休日は除く） ところ・問合せ・申込み

3/13（火）10：00～12：00

月～金　9：00～17：00

面談室 社会福祉課

尾張中部障害者就業・生活支援センター （６８）６０１０

NPO法人太陽 （25）0631
※第3日曜日は家族会(れんこん)の定例会を開催

障害者・福祉に関する相談

■消費生活相談
　（近隣市町の相談窓口も利用
　できます）
 　※E以外は電話相談可

北名古屋市  火・水・木・金 １３：３０～１６：３０
　　　  　   （受付は１６：００まで）

清須市  D：月・火・木・金 13：30～16：00
　　　  E：毎月第２・４土 13：30～16：00

豊山町  3/20（火） 13：00～15：00

D:清須市役所本庁舎南館

月～金　8：30～17：00

■求人情報提供、職業相談・紹介 月～金　9:00～17:00 北名古屋市地域職業相談室（社会福祉協議会本所内）

■ボランティア相談

■不動産取引の悩みごと相談

■心配ごと相談【予約制】
　（1組につき50分）

■司法書士相談【予約制】
　（1組につき50分）

■弁護士による法律相談
　【予約制】（1組につき30分）

A：3/15(木)、4/12(木)9：00～12：00
B：3/22(木)9：00～12：00
予約受付=3/5（月）～

B：3月は開催がありません。　A：4/3(火)13：00～15：50
予約受付=A：3/5（月）～3/30（金）

A：3/15(木)13：00～16：00

※予約制の相談については、当月3日（祝・休日などの場合
　は、翌日以後最初の平日）から受付を開始します。
※司法書士相談および心配ごと相談については、受付期間
　に予約が入らなかった場合は開催しません。

■市民活動相談【予約制】 月～金　8：30～17：00

■広聴相談(行政一般)【予約制】 月～金　9：00～17：00

予約受付=3/5（月）～3/23(金)
A：3/27(火)9：00～11：50

C：3/28(水)13：30～15：30

相談名

とき（祝・休日は除く） ところ・問合せ・申込み相談名

■心身障害者相談 ※電話相談可

■障害者のための就業相談

■精神障害者と家族のための相談
　職業生活体験の機会提供、日常生活支援や困りごとの相談

A：社会福祉協議会本所相談室
B：総合福祉センターもえの丘相談室
C：総合福祉センターもえの丘ボランティア専用室

豊山町役場

消費生活センター

地域振興課

市民活動推進課

市民活動推進課

社会福祉協議会本所  （25）8500

（24）8689

産業課  052（400）2911

（28）2463

E：清須市役所本庁舎北館
 052（325）5151

消費生活センター （22）1111

■男女共同参画を阻害する
　権利侵害の相談【予約制】

暮らし・仕事・まちづくり・行政に関する相談

人事秘書課

4

北名古屋市役所

「広報北名古屋」担当　行

フリガナ

氏 名

年 齢　　　　歳　　　　　性別　　　男  ・  女

住 所

ペンネームまたはイニシャル　※記入がない場合は実名で掲載させていただきます。

〒　　　　－

　　

09788 1
西春局
承　認

40
差出有効期間
平成30年5月
31日まで
　
（切手不要）

点線に沿って切り取ってください。

201803

ご連絡先　（　　　　　　）　　　　　　―

市
議
会
定
例
会
日
程

学
校
体
育
施
設
開
放

利
用
団
体
登
録
の
お
知
ら
せ

　
見
え
に
く
い
、
見
え
な
い
こ
と
で

困
っ
て
い
る
方
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分
◆
連
絡
先
＝
県
立
名
古
屋
盲

学
校（
名
古
屋
市
千
種
区
）　
０
５
２

（
７
１
１
）０
０
０
９

県
立
名
古
屋
盲
学
校

教
育
相
談

　「
自
分
の
特
性
が
わ
か
ら
な
い
」「
何

の
仕
事
が
し
た
い
か
わ
か
ら
な
い
」「
自

分
の
向
い
て
い
る
仕
事
を
見
つ
け
た

い
」な
ど
の
悩
み
を
お
持
ち
の
方
へ
、

ご
自
身
の
適
性
を
知
り
、
職
種
選
択

の
幅
を
広
げ
る
良
い
機
会
で
す
。
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
３
月
28
日（
水
）午
前
10
時
〜
午
後

３
時（
受
付
は
午
後
２
時
ま
で
）　
社

会
福
祉
協
議
会
本
所
小
会
議
室
　
相

談
員
が
対
応
し
て
、
適
性
診
断
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
適
性
検
査
と
検
査
結
果

の
説
明
を
行
い
ま
す
。
　
就
職
活
動

就
職
活
動
で
お
悩
み
の
方
へ

適
性
検
査
を
行
い
ま
す

　
平
成
30
年
度
の
総
合
運
動
広
場

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）を
利
用
す
る
団
体
は
、

登
録
が
必
要
で
す（
た
だ
し
、学
校
施

設
開
放
登
録
済
の
方
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
）。

◆
登
録
申
請
者
＝
団
体
の
責
任
者

（
継
続
登
録
の
場
合
は
、
代
理
人
の

方
で
も
可
）◆
登
録
要
件
＝
次
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
す
団
体
○
10
人
以

上
が
所
属
す
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
○
団

体
の
責
任
者
と
し
て
成
人
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
○
管
理
指
導
員
２
人
を

選
出
し
て
い
る
こ
と
◆
申
請
場
所
＝

総
合
体
育
館
窓
口
　
①
グ
ラ
ウ
ン
ド

利
用
団
体
登
録
申
請
書
②
管
理
指
導

員
報
告
書
③
北
名
古
屋
市
施
設
使
用

登
録
申
請
書
④
振
込
先（
口
座
）の
確

認
で
き
る
も
の
⑤
本
人
確
認
資
料

※

①
〜
③
は
総
合
体
育
館
に
あ
り
ま

　
す
。

　
総
合
体
育
館

総
合
運
動
広
場

利
用
団
体
登
録
の
お
知
ら
せ

　
行
政
相
談
委
員
が
、
行
政
に
関
す

る
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
を
受
け
付

け
、
そ
の
解
決
や
実
現
の
促
進
、
行

政
運
営
の
改
善
な
ど
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
３
月
22
日（
木
）午
前
９
時
〜
11
時

30
分
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の

丘
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
室
◆
行
政
相

談
委
員
＝
村
瀬
正
孝
、
菊
谷
礼
子
、

町
田
和
好
　
総
務
課

行
政
相
談

も
の
忘
れ
相
談

29 28電話 ファクス メール ホームページ 西庁舎 東庁舎
とき ところ 内容 対象 定員
参加費・入場料・利用料 持ち物 申込み 問合せ 「広報北名古屋」  平成30年3月「広報北名古屋」  平成30年3月



　「広報北名古屋」をより親しまれ、かつ、
みなさんとつくる広報紙にしていくため、
「広報北名古屋」へのご感想、記事にまつ
わるエピソード、今後取り上げてほしい内
容などをお寄せください。
　右のハガキを、郵便ポストまたは市のお
もな施設の受付・カウンターに設置の「ご
意見箱」に投函してください。市ホームペー
ジからもお寄せいただけます（　http://w
ww.city.kitanagoya.lg.jp/jinji/1700
031.php）。

問合せ　人事秘書課

　市は、市民アンケートやワークショップなどを実施し、市民の声を聞きなが
ら、今後１０年間のまちづくりの指針となる「第２次北名古屋市総合計画」を策
定。新たなスタートを切る「総合計画キックオフミーティング」が1月２７日、文化
勤労会館で開かれました。
　市職員が計画の基本理念や施策などを説明した後、北名古屋市総合計画審
議会会長の岩崎恭典さんが「今なぜ、市民協働が求められるのか」をテーマに
基調講演。少子高齢化とともに人口減少が進むなかで、市民と行政が手を取り
合いながらまちづくりを進める「市民協働」の重要性を話しました。

　パネルディスカッションでは、岩崎さんのコーディネートで、市
内で活動しているさまざまな団体の代表者がパネリストとなっ
て、活発な意見が交わされました。岩崎さんは「防災をはじめ、子
育て・高齢者・障がい者支援などを含む、豊かなまちづくりを進め
ていくには、市民の力、市民同士のつながりが大切。市民のみな
さんが核となって市民活動を広げ、市は支えていくという意識を
持って、さまざまな課題を克服していってほしい」と締めくくりま
した。
　「目指す社会をつくるにはまずは心も体も元気でいること」「人
との出会いとつながりが、自分自身にも、住みよいまちづくりに
も、大切なこと」を感じた有意義な時間でした。住んでて良かった
と思える“ふるさと”をみんなでつくっていけたらいいですね。

Vol.135

市民記者
レポート
h a n d s

市ホームページからもお寄せいただけます。
掲載にあたっては、紙面の都合上、文章を調整させていただく
ことがありますのでご了承ください。

「広報北名古屋」の内容で、印象に残った、または役に立っ
た内容はどれですか（いくつでも可）。
平成　　　年　　　月号

□表紙　　　□特集／トピックス
□子育て支援センター子育て情報
□ふぉとれぽ Photo×Report
□図書館×昭和日常博物館 Selection・Column
□市民記者レポート「ハンズ」
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

「広報北名古屋」についてのご感想、今後取り上げてほし
い内容などをお書きください。

編集後記
　暦の上ではもう春ですが、毎日
寒い日が続いていますね。寒いと
きこそ体を動かして、健康づくり
をしながら温まるのはいかがでし
ょうか。本紙10ページでスポー
ツやウオーキングの催しを紹介し
ていますので、ぜひご参加くださ
い。（加藤）

公共施設利用抽選会
施設名 受付日時対象月

大ホール 10月分
6月分
7月分

6月分

4月分

大ホール以外
展示室・展示コーナー

午前8時50分～ 9時

午前8時30分～ 8時40分

午前9時30分～ 9時40分

午前8時30分～ 8時40分

文化勤労会館
エントランスホール

東公民館 視聴覚室
西庁舎101会議室
総合体育館 多目的ホール

総合体育館 大会議室

ところ

文化勤労会館

東公民館
コミュニティセンター（西庁舎併設）

総合運動広場

西春・白木・天神中学校  夜間照明
学校施設（体育館・テニスコート）

テニスコート
グラウンド

4月1日（日）

4月2日（月）

午前8時35分～8時50分

3月3日（土）

3月10日（土）

市内の交通事故発生状況 市内の窃盗犯発生状況

平成30年

死亡事故

人身事故

物損事故

人身事故数は死亡事故数を含む。

1月 
0件
0人
40件
48人
234件

　累計 
0件
0人
40件
48人
234件

平成30年
侵入盗

 乗物盗

 非侵入盗

侵入盗 ：空き巣、忍び込み等
乗物盗 ：自転車・自動車・オートバイ盗
非侵入盗：車上ねらい、部品ねらい、

ひったくり等

1月 

9件

14件

　累計 

9件

29件 29件

14件

［西枇杷島警察署調べ］ ［西枇杷島警察署調べ］

「広報北名古屋」への
みなさんの声をお寄せください

四谷 美津子 記者

四日市大学学長
岩崎 恭典さん
（専門は総合政策学、
行政学、地方自治論）

コーディネーター パネリストのみなさん

市民アンケートによる、「将来のまちづくりで大切
にしたいこと」のキーワードトップ10は、「安全」「安
心」「便利」「快適」「健康」「豊かさ」「発展」「ゆとり」
「やすらぎ」「ふれあい」。これらをもとに、総合計画
の基本構想が生まれました。

NPO法人地域福祉サ
ポートおれんじの輪
理事長 江口 照美さん

NPO法 人フィー ル・
ザ・ワールド代表理事
平松 貴美子さん

市レクリエーション協会
理事長 佐藤  要さん

NPO 法人次世代健全
育成サポートあひるっこ
副理事長 丹羽 裕美さん

時折パネリストから客席に質問が投げかけられ、
来場者は手元の赤と青のカードで答えて参加しま
した。

市行政改革推進委員会
会長職務代理
岡島 直樹さん

市統括参事
岩越 雅夫さん

市消防団班長
平松 眞智子さん

市民協働のまちづくりを！

第２次
北名古屋市総合計画
キックオフミーティング

31 30「広報北名古屋」  平成30年3月「広報北名古屋」  平成30年3月




